




― ＜大衆文化＞ から ＜ライブ社会＞ へ　
河　野　　　眞（訳）
［解題］　本稿はカスパル・マーゼの論考の翻訳である。はじめに書誌データを挙げる
Kaspar Maase (Hamburg), Spiel ohne Grenzen. Von der „Massenkultur“ zur 
„Erlebnisgesellschaft“. Wandel im Umgang mit populärer Unterhaltung.   In: Zsf Vkde 




る分野名称 „Volkskunde“ が過去に問題をかかえた経緯があり，その清算の観点から 1970
年前後に幾つかの名称変更が進められた。ヨーロッパ・エスノロジー，ないしはそこにフォ
ルクスクンデを併記するのもその一つで，マールブルク大学民俗学科がその早い事例で
あった。またベルリン （フムボルト） 大学もその名称である。„Volkskunde“ の名称を挙げ






原テキストのタイトル：Kaspar Maase (Hamburg), Spiel ohne Grenzen. Von der „Massenkultur“ zur 
„Erlebnisgesellschaft“. Wandel im Umgang mit populärer Unterhaltung.  In: Zsf Vkde 90. Jg. (1994), 
S.13–36.　なおこれには英文の短いサマリーが付いているが，その英語の表記は次である。Kaspar 











ツ 社 会 民 主 党 の 文 化 理 解 に つ い て 」 で あ る （Zu 





ンスを得て，1980 年から 1994 年までフランクフルトの「マルクス研究所」（Institut für 
Marxistische Studien und Forschung/IMSF in Frankfurt am Main） に勤務した。その間，
1990 年から 94 年まではハンブルクの「社会科学研究所」（Hamburger Institut für 
Sozialforschung） の補助研究員となった。またその時期に研究を進めて，1992 年にブレー
メン大学の文化研究科 （社会学科に相当） に教授資格申請論文を提出した。1995 年から 2
年間，テュービンゲン大学のルートヴィヒ・ウーラント研究所に客員として出講し，その
後，1997 年から 2000 年までベルリン大学ヨーロッパ・エスノロジー学科にも共同研究者
として出講した。ちなみに 1992 年以来ベルリン大学のこの学科を主宰するのは，バウジ
ンガーの学徒であったヴォルフガング・カシュバ （Wolfgang Kaschuba 1950 年生） であ



























Maase, BRAVO Amerika. Erkundungen zur Jugendkultur der Bundesrepublik in den 
fünfziger Jahren. Hamburg 1992）。ドイツ人がこれを聞くと，字義そのものにとどまら
ない印象をもつはずである。と言うのは，『ブラーヴォ』とは，1956 年に創刊され，今も
ドイツ語圏では最大の発行部数をほこるヤング向けの週刊誌のタイトルだからである。や











して注目すべきものには『果て無き娯楽：大衆文化の興隆』（Kaspar Maase, Grenzloses 































Schulze, Die Erlebnisgesellschaft, 
1992; 本文の注 20） を刺激にして
逸早く書かれたことである。正直
に言えば私は本篇によってシュル






マーゼの本稿 （1994 年） で話の枕にもちいられた二人の組





マーゼ　「ポピュラー・エンタテイメント ― ＜大衆文化＞ から ＜ライブ社会＞ へ」


































ラニツキをトミ  ー（トーマスの愛称） のバラエ





すでに 1950 年代後半から 1960 年前後にかけてアメリカのフレッド・ブラッシーなどと並
んでカール・ゴッチというドイツ出身のレスラーがいたはずであるが，それは力道山と組
になった記憶である。一般にははるかに下ってアントニオ猪木がヨーロッパ公演でローラ


















マーゼ　「ポピュラー・エンタテイメント ― ＜大衆文化＞ から ＜ライブ社会＞ へ」
カスパル・マーゼ
ポピュラー・エンタテイメントをめぐる変遷
― ＜大衆文化＞ から ＜ライブ社会＞ へ　
























勢 （Habitus）と＜素朴な人々＞2 の嗜好 （Geschmack） が，あ
たかも磁石の両極のような関係に立っている。
　ライヒ＝ラニツキは，ポピュラー・エンタテイメントの社会的位置に起きた波及効果に富
 1 　Marcel Reich-Ranicki, Geschmacklosigkeit kennt er nich. Wunder zwischen Nathan, Faust, Hans 
Albers und Escamillo: Gottschalks „Wetten, daß.....“.  Frankfurter Allgemeine Zeitung (FAZ), 
4. V. 1992.
























　1945 年から 1960 年に至る期間，西ドイツのアカデミカーの世界像における鍵になる概




チャーであった。ウルリッヒ・ベールの 1960 / 61 年に三刷を数えた ＜若者の秘かな教育
者＞ への弾劾の本は，＜文明機関銃の炸裂音＞ をこれ以上聞き逃してはならないと警告し
 3 　有識者 （die Intelligenz） の概念に含まれるのは，大学および専門学校を卒業した人々や文化的な職
種の従事する人々 （藝術家，図書館人，ジャーナリストなど） である。ここでは ＜アカデミカー＞ や 
＜教養人士＞ や ＜教養層＞ を同義でもちいる。




















 5 　Ulrich Beer, Geheime Miterzieher der Jugend. 3. Aufl. Düsseldorf 1961, S. 17.  以下の引用はS. 35, 
41, 7 である。同書はすでにタイトルが，ドイツ帝国時代のポピュラー・カルチャーの小市民性への
批判と結びついている。；なお1905年には，ハムブルクにおいて，近似した語を含む次の著作の第５
版が刊行された。参照， Jakob Loewenberg, Geheime Miterzieher. Studien und Plaudereien über 
Eltern und Erzieher. (5) 1905.
 6 　Nikolaus Manzel, Dikussionsbeitrag  In: Untergang oder Übergang, 1. Internationaler 
Kulturkritikkongreß in München 1958. München-Gräfelfing 1959, S. 208.
 7 　Oswald von Nell-Breuning, Unsere Gesellschaft und ihr kulturelles Gesicht. Ebd., S. 127–141, 
hier S. 140.
 8 　Umberto Eco, Apokalyptiker und Integrierte. Zur kritischen Kritik des Massenkultur. Frankfurt 
a. M. 1986, S. 39.
 9 　＜ノーマルな学問＞ （normale Wissenschaft） の基盤としての学問的パラディグマの規定は，筆者の
見るところ，現代文化をめぐる出版界や教育界の議論のネットの全体に向けて広げることが可能である。
参照， Thomas S. Kuhn, Die Struktur wissenschaftlicher Revolutionen. Frankfurt a. M. 1967, S. 28–30.
10 　最も重要は幾つかの視座は次の論集において跡付けることができる。Bernard Rosenberg, David M. 
White (Hrsg.), Mass Culture. The Popular Arts in America. Glencoe, III. 1957.; Norman Jacobs 
(Hrsg.), Culture for the Millions?  Princeton / N. J. 1961.; 理念の歴史については次を参照， Salvador 
Giner, Mass Society. London 1976.; Patrick Brantlinger, Bred & Circuses. Theories of Mass Culture 
as Social Decay. Ithaca / NY. 1983.; Norbert Krenzlin (Hrsg.), Zwischen Angstmetapher und 
Terminus. Theorien der Massenkultur seit Nietzsche. Berlin 1992.; 西ドイツにおける大衆文化批判
の代表的存在としてはフランクフルト学派に加えて次を挙げる。Hendrik de Man, Vermassung und 
Kulturverfall. Bern 1951.; Günther Anders, Die Antiquiertheit des Menschen. München 1956, また
これに付された次の論考， Die Welt als Phantom und Matrize.; しかし同時代の文化と社会をめぐる
ディスクールの総体に貫流しているのは，このパラディグマの公理であることはたとえば次を参照， 
Untergang (注6).; また概観には次を参照， Hermann Glaser, Kulturgeschichte der Bundesrepublik 
Deutschland. Bd. 2: Zwischen Grundgesetz und Großer Koalition 1949–1967. München 1986, 
































Hannah Arendt, Kultur und Politik.  In: Untergang (6), S. 35–66, hier S. 51. この考え方は，マックス・
ホルクハイマーが既に発展させていた。参照， Max Horkheimer, Neue Kunst und Massenkultur.  In: 
Ders., Gesammelte Schriften. Bd. 4. Frankfurt am Main. 1988, S. 419 / 438 （最初， „Art and Mass 
Culture“ のタイトルで次の専門誌に発表された。参照， In: Zeitschrift für Sozialforschung, IX [1941]).
12 　特に，ギーナー （注10） の大衆文化の理論の中心的な諸テーゼがこれを説いている。
13 　たとえば次を参照， Edward Shils, Mass Society and its Culture.  In: N. Jacobs (注10), p. 1–27.
14 　参照， Nori Möding, Die Angst des Bürgers vor der Masse. Berlin 1984.; Helmut König, 
Zivilisation und Leidenschaften. Die Masse im bürgerlichen Zeitalter. Reinbek 1992.
15 　たとえば H. デ・マン （注10, S. 56） は，基準をつくるものとしての上層を批判した。＜貧しい人々は，
昔も今も，富める者をまねようとする。しかし富める者たちは野卑にふるまう一方なものだから，全
体が （sic !） 野卑の坂道を必然的に転がりおちてゆく＞。
― 111 ―


























ス・ヴォンドゥングによる。参照， Klaus Vondung, Zur Lage der Gebildeten in der wilhelminischen 
Zeit.  In: Der. (Hrsg.), Das wilhelminische Bildungsbürgertum. Zur Sozialgeschichte seiner Ideen. 
Göttingen 1976, S. 20–33. insbes. S. 26f.; 教養市民層の精神的・社会的プロフィールの一般的な特徴
は次を参照， Jürgen Kocka (Hrsg.), Bildungsbürgertum im 19. Jahrhundert. Teil IV: Politischer 
Einfluß und gesellschaftliche Formation. Stuttgart 1989.
17 　Hannes Siegrist, Der Akademiker als Bürger. Die westdeutschen gebildeten Mittelklassen 1945-
1965 in historischer Perspektive. Manuskript, S. 12. （このオリジナル版では ＜価値づけのエリート＞
が強調されている）， なおこの論考は次の論集に収録された。参照， Wolfram Fischer-Rosenthal, Peter 
Alheit, Erika M. Hoerning (Hrsg.), Biographiken in Deutschland. Opladen 1994.
18 　参照， Kaspar Maase, Alltagskultur der 1950er Jahre in der Bundesrepublik: Ein Forschungsüberblick. 
In: Peter Alheit, Dietrich Mühlberg unter Mitarbeit von Kaspar Maase, Ina Merkel, Gerlinde 

















という定義を押しのけた。この ＜ライヴ社会＞ が始まったのは，ドイツでは 1980 年代初
めであり，その端的な目安は ＜ライフスタイル＞ （Life-style） という現代ではまったく一般
的になっている言葉であった。この方面の文献をみるなら，適切な観察や説得力に富んだ
具体的な資料が少なくない 21。のみならず，それらは，多様なライフスタイルが総体文化
19 　概観には次を参照， Georg Jäger, Der Kampf gegen Schmutz und Schund. Dier Reaktion der 
Gebildeten auf die Unterhaltungsindustrie.  In: Archiv für Geschichte des Buchwesens, 31 (1988), 
S. 163–191.; また次も参照， Rudolf Schenda, Schundliteratur und Kriegsliteratur.  In: Ders., Die 
Lesestoffe der kleinen Leute. München 1976, S. 78–104.
20 　Gerhard Schulze, Die Erlebnisgesellschaft. Kultursozioligie der Gegenwart. Frankfurut a. M. / NY 
1992, S.153f.; なお文化の規則への ＜アメリカナイズ＞ （Amerikanisierung） の結果については次の拙
著を参照， Kaspar Maase, BRAVO Amerika. Erkundung zur Jugendkulturu der Bundesrepublik in 
den fünfziger Jahren. Hamburg. 1992.
21 　参照， Hans Ulrich Gumbrecht, K. Ludwig Pfeiffer (Hrsg.), Stil. Frankfurt a. M. 1986.; Bazon 
Brock, Hans U. Reck, Internationales Designzentrum Berlin (Hrsg.), Stilwandel. Köln 1986.; また経
験的な社会科学の研究としては次を参照， SINUS, Planungsdaten für eine mehrheitsfähige SPD. 
Heidelberg 1984.; Ders., SINUS Lebensweltforschung – ein kreatives Konzept. Heidelberg oJ.; 
Dies., Wohnwelten in Deutschland. Offenburg 1986.; Peter Gluchowski, Lebensstile und Wandel 
der Wählerschaft in der Bundesrepubllik Deutschland.  In: Aus Politik und Zeitgeschichte, Heft 
B12 / 87, S. 18–32.; Ders., Freizeit und Lebensstile. Erkrath 1988.; また社会学のなかでの現象学的・
文化主義的な傾向に促されたことについては次の文献を参照， Friedhelm Neidhardt, M. Rainer 
Lepsius, Johannes Weiss (Hrsg.), Kultur und Gesellschaft. Sonderheft 27 der Kölner Zeitschrift für 
Sozioloigie und Sozialpolitik, Opladen 1986.; Hans-Georg Soeffner (Hrsg.), Kultur und Alltag. ↗
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Göttingen 1988.; Max Haller, Hans J. Hoffmann-Nowotny, Wolfgang Zapf (Hrsg.), Kultur und 
Gesellschaft. Verhandllungen des 24. Deutschen Soziologisches, des 11. Österreichischen 
Soziologentages und des 8. Kongress der Schweizerischen Gesellschaft für Soziologie. Frankfurt 
a. M. / NY 1989.; これらの社会学の動静に影響されて， ＜ライフスタイル＞ の概念が文化政策の議論を
方向づけられ，＜ライフスタイル社会＞ （Gesellschaft der Lebensstile） が ＜合言葉＞ （Formel） として
浮上した。これについては次を参照， Ästhetik und Kommunikation 18 (1988) H.70/71: „Lebensstile“.; 
Volker Hauff (Hrsg.), Stadt und Lebensstil. Thema Stadtkultur. Weinheim / Basel 1988.; Lebensstil 
und Gesellschaft – Gesellschaft der Lebenststile? Neue kulturpolitische Herausforderungen. 
Hagen / Loccum 1990.; この数年の動向では，西ドイツの研究者たちは，ライフスタイル空間を資本・
階級・シンボルの攻撃 （symbolische Gewalt） の再生産の場と考えるボルデューからの刺激を， ＜ヒ
エラルヒー的秩序無きライフスタイル諸グループ＞という審美的な構成体に変形させた （G. Shulze 
[注20], 17）。
22 　参照， Richard Sennet, Civitas. Die Großstadt und die Kultur des Unterschieds. Frankfurt a. M. 












ほかならない。“Don’t worry, be happy”-Sound である。もちろん疑義も頭をもたげる。
＜ライブ社会＞ が夢見るのは，つまるところ ＜黄金の＞ 70 年代や 80 年代ではないか，と。



















23 　Friedl Schröder, Gefahr und Not der Halbstarken.  In: Deutsche Allgemeine Lehrerzeitug, 8 
(1956), S. 326–328, hier S. 327.
24 　ルーツィウス・ブルクハルトによれば， ＜高次文化は次々にサブカルチャーヘ＞ なっている。参照， 
Lucius Burckhardt, Der guet Geschmack.  In: B. Brock, H. U. Reck, IDZ (注21), S. 37–52, 引用は S. 51,
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カ』* や『ウエスタン』* や『羊たちの沈黙』* をそなえている。クリント・イーストウッド
25 　たとえば次の論集に収録された多数の論考を参照， Werner D. Fröhlich, Rolf Zitzlsperger, Bodo 
Franzmann (Hrsg.), Die verstellte Welt. Beiträge zur Medienökologie. Frankfurt a. M. 1988.;  読解能
力の向上とは文化的な推論力であるがために，ドイツ連邦共和国のマジョリテイがそれを獲得するの
は不可能ということになる。大衆文化パラディグマを土台にすると，この問題はデモクラシーのパー
スペクティヴで扱うことはできない。これについては次の拙論を参照， Kaspar Maase, Kulturelle 
Selbstausschluß – ein ewiger Kreislauf ?  Zur Debatte über Lesen und neue Medien.  In: Das 
Argument 32 (1990) Nr. 179, S. 29–37.
26 　ヘゲモニーの主張を目標とした嗜好認知については次を参照， Pierre Bourdieu, Die feinen 
Unterschiede. Frankfurt a. M. 1982, S. 31–167.
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27 　Albrecht Göschel (unter Mitarbeit von Klaus Mittag), Die Ungleichzeitigkeit in der Kultur. Wandel 
des Kulturbegriffs in vier Generationen. Stuttgart / Berlin / Köln 1991.;  読書にかんする調査からは，
若者たちの間での読み切り文藝でも，より程度の高いものはもはや社会的規準としては作用していず，
個々人の好みに合ったものが選ばれることが明らかになった。これについては次を参照， Angela Fritz, 
Lesen im Medienumfeld. Gütersloh 1991, S. 39–43.
28 　A. Göschel (注27), S. 59–62.  一般的に言えることとして次の文言がある。＜，高等教育を受けた
人々にとっては，映画館へ行くのはようやく1960年代以後のことであった＞。; Stephanie Henseler, 
Soziologie des Kinopublikums. Frankfurt a. M. u. a. 1987, S. 41–43. Zit. S. 41.
29 　G. Schulze (20), insbes. S. 312–321.  すでに1970年代の材料の調査において，このモデルが表れて
いる。; Helmut Giegler, Dimensionen und Determinanten der Freizeit. Opladen 1982, S. 513–524.
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年代に日常文化論のなかで ＜享楽狂＞ や ＜身勝手主義としてのセンセーション＞ との戦




30 　G. Schulze (注20), S. 154, 155.




32 　Ulrich Beer, Literatur und Schund – eine Arbeitshilfe. Düsseldorf 1963, S. 11. － 電圧型
（Spannungsschema） の諸々の萌芽形態が槍玉に挙げられている。＜粗野に掻き立てられた天然色
ニュースの様たるや，色彩さながら叫び立て，対立とグロテスクな歪曲である＞。G. Siewerth, Bild 
und Wort.  In: Probleme der Jugendliteratur. Ratingen 1956, S. 25; Georg Schückler, Probleme des 
literarischen Jugendschutzes. Köln-Klettenberg 1958, S. 14.
33 　参照， Astrid Eichstedt, Bernd Polster, Wie die Wilden. Tänze auf der Höhe ihrer Zeit. Berlin 
1985, S. 92–110.
34 　アメリカの犯罪社会学者ミラーは， ＜興奮＞ （Errgung） を ＜下層文化の結晶核＞ の一つとみなし，
またその中身としては ＜緊張：危機感覚， 危険：変転・アクション＞ を挙げている。; Walter B.
Miller, Die Kultur dr Unterschicht als ein Entstehungsmilieu für Bandendelinquenz.  In: Fritz Sack, 












知識を持つ者の約 1.5 倍であった 37。＜文化に高い関心をもつ人 ＞々 がスポーツ中継や娯
楽映画やテレビ・ドラマを見る割合は平均値よりも高く，アクションやシリーズものにつ
いても （平均値よりも低いとは言え） その視聴率は高い。オーストリアの調査研究もシュル
ツェの成果と一致する。40 歳台から 70 歳台にかけて伝統的な高次文化類型が最も広く分
布しているが，高等教育を受けた若者たちは正当派であるだけでなく，ロックやポップス










35 　参照， G. Schulze (注20), S. 638, Tab. 5.1.
36 　その際，限定的ながらあてはまることとして （これはシュルツェとってもそうであるが），かなり長期
の教養と高密度の文化的関心をそなえて集団のなかでは，アカデミカーが特に排除されることはない。
37 　参照， Bernward Frank, Gerhard Maletzke, Karl H. Müller-Sachse, Kultur und Medien. Angebote – 
Interessen – Verhalten. Eine Studie der ARD / ZDF-Medienkommission. Baden-Baden 1991, S. 279f. 
38 　参照， Rudolf Bretschneider, Kultur im Leben der Österreicher.  In: Media-Perspektiven 4 / 1992, 
S. 268–278, hier S. 274f.
39 　A. Fritz (注27), S. 50f.  1987年に行なわれた調査でも，40歳以下では ＜文化的・知的・教養的な気
圏の社会化＞ が著しく低下していることが明らかにされた。Ulrich Saxer, Wolfgang Langebucher, 
Angela Fritz, Kommunikationsverhalten und Medien. Leser in der modernen Gesellschaft. 
Gütersloh 1989, S. 145.
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　＜ライヴ社会＞ のパラディグマは，教養市民層から現










考に属するものとしては，人間は道具を作る動物 （toolmaking animal） や政治的な生物 











（そこにヘゲモニーの根拠が存するところの） ウィリアムズの言う ＜フィーリングの構造＞ 
（structure of feeling） が形成され再生産される。＜大衆文化＞ という評決は，上昇へ向か
う教養市民層の文化的資本への表記の仕方であるだけでない。その評決はまた同様に，そ
のセンスが野蛮で外から操作されていると低くみられる人々の自意識をも損傷する。
40 　Ernst Cassierer, Was ist der Mensch? Versuch einer Philosophie der menschlichen Kultur. 
Stuttgart 1960, S. 40.;  また次も参照， Ders., Zur Logik der Kulturwissenschaften. Göteborg 1942, 
S. 30f., S. 138, passim.
41 　Pierre Bourdieu, Jean Claude Passeron, Grundlagen einer Theorie der symbolischen Gewalt. 
Frankfurt a. M. 1973, S. 57.
42 　詳しくは次の拙著を参照， Kaspar Maase, Lebensweise der Lohnarbeiter in der Freizeit. Frankfurt 





























43 　参照， G. Schulze (20), S. 644, Tab. 5.5.
44 　共有文化 （Gemeinkultur） のコンセプトについては，筆者の次の教授資格申請論文 （未公刊） を参照， 
Kaspar Maase, ‚ Amerikanisierung der Jugend ʻ. Eine Studie zur kulturellen Verwestlichung der 
Bunderepublik in den fünfziger Jahren. Bremen 1992, insbe. Kap. 9.  ［訳者補記］ 教授資格申請論文
は次のタイトルで刊行された, Kaspar Maase, BRAVO Amerika. Erkundungen zur Jugendkultur der 
Bundesrepublik in den fünfziger Jahren. Hamburg 1992 (Schriftenreihe des Hamburger Instituts 
für Sozialforschung).
45 　G. Schulze, (20), S. 264. ＜大衆文化＞ （Massenkultur） の概念が ＜冷めた＞ ことのシグナルは，百科
事典からその見出し語が消えたことであろう。ブロックハウスの第17版 （1971年：Brockhaus 
Enzyklopädie） にはなおある程度の長さの解説がほどこされていたが，19版 （1991年） では削除された。
またマイヤーではすでに第９版 （1975年：Meyers Enyzklopädisches Lexikon） において姿を消した。
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それは，ポピュラー・センス （populares Geschmack） の諸エレメントの実際的な取り込
みを没収へと切り替える。高尚な文化評が切り結ぶ言葉の技は，ポピュラー・カルチャー
のテキストには役立たない。グスタフ・ザイプト博士が FAZ 紙上で「夕べのアレゴリー」
のタイトルで ＜リンデン街＞ を論じているのがそうである。この ＜リンデン街＞ を読みや
すくするためにウィットを入れ，目配せを散らして，ルーマン* の言う体系理論に調整し
たとしても48 ― エルヴィーン・アンダードッグ* の反応は，別のテレビを切り替えて，新
46 　P. Bourdieu (注26), 特に ＜新たな小市民層＞ なる不幸な小見出しの下の次の箇所：S. 561–584,
47 　G. Schulze (注20), S. 285.






























































50 　Karl Hochmuth, Von der Krise der Kultur zur Kulturu der Krise. Oder: Der Mythos von der 
Kreuzberger Freibeuterkultur.  In: Ästhetik und Kommunikation, 18 (1988), Heft 70 / 71, S. 57–70, 
Zit. S. 64f.
51 　参照， Birgit Mahnkopf, Verbürgerlichung. Die Legende vom Ende des Proletariats. Frankfurt am 
Main / New York 185.
52 　Wolfgang Kaschuba, Arbeiterkultur heute: Ende oder Transfortion?  In: Ders., Gottfried Korff, 
Bernd Jürgen Warnecken (Hrsg.), Arbeiterkultur seit 1945: Ende oder Veränderung ? Tübingen 






















53 　これについては，たとえば次の文献でも十分であろう。参照， Emilie Altenloh, Soziologie des Kino. 
Jena 1914.;  また1960年代に始まる最終段階については次の文献を参照， Jürgen Theobaldy, 
Sonntags Kino. Berlin 1978.
54 　参照， Rolf Lindner, Heinrich Th. Breuer, „Sind doch nicht alles Beckenbauers“. Zur 
Sozialgeschichte des Fussballs im Ruhrgebiet. Frankfurt am Main. 1978.; Dietrich Schulze-
Marmelin, Der gezahmte Fussball. Zur Geschichte eines subversiven Sports. Gottingen 1992, 
S. 144–156, S. 219–242.  このなかでHorst Wohlers （かつてFC Sankt Pauli Hamburgの監督） が，連
邦リーグのスタジアムを人気球場にするプランを語っている。＜皆ながすぐに足を運ぶのはオペラ座
や劇場なのだ。サッカーには，立ち見席もあるのだから，まず交流の家になってもよいのじゃない
か＞ （D. Schulze-Marmelin, S. 219.）
55 　次の （部分的には批判の視点をかいて自らもアイデンティティにのめりこんではいるが） 文献を参照， 
Ronald Lutz, Rnadale, Prügelei: Zur Gewalt der Jugendlichen.  In: Zeitschrift für Volkskunde, 89 
(1993), S. 34–48.  Carola Lipp, Protest und Gewalt. Manuskript des Vortrags auf dem DGV-Kongreß 
Passau 1993 – Rolf Brednich, Walter Hartinger (Hrsg.), Gewalt in der Kultur. Passau 1994.
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ン・フィスケ58 であった。彼らの出発点は，強者 （今の場合では文化産業） の営為によっ
て素朴な人々が左右される文化的な環境 59 のなかで創造的な自己主張がどうなるのか，そ
の可能性を問うことにある。二人の研究者は，現代の民衆文化すなわち „Folk culture“ の
いわばイデアル・テュプスを，社会的弱者のサヴァイヴァル・自己主張の貯蔵庫としてス
ケッチして見せた。ド・セルトーは，強者の ＜戦略＞ に対して，弱者の ＜戦術＞ につい
て語る。工業資本主義の現代にあって，ポピュラー・カルチャーはもはや仕来りと習俗*
でもなく，社会主義的な集団主体を恒常的なものとして対象化した集成でもない。むしろ














ば） „class“， „race“， „gender“ である。
58 　John Fiske, Understanding Popular Culture. Boston 1989.
59 　文化産業の材料がイノヴェイションとして改作されることをも調査されてはいるが，しかし，ポピュ
ラー・カルチャーという反対地平 （Gegenhorizont） においてではない。Paul Willis u. a., Jugendstile. 
Zur Ästhetik der gemeinsamen Kultur. Hamburg 1991.
60 　これらの創造性の証左を，すでにペーター・リュールコプフが記録していた。参照， Peter Rührkorf, 
Über das Volksvermögen. Exkurse in den literarischen Untergrund. Reinbek 1967.
61 　自分なりに獲得 （eigensinnige Aneignung） の „Eigensinn“ （すなわち合理的な抵抗と同じものでは
あり得ない）については次を参照， Alfred Lüdtke, Eigen-Sinn. Fabrikalltag. Arbeitererfahrungen un 
Politik vom Kaiserrich bis in den Faschismus. Hamburg 1993.
62 　筆者のこの言葉の使い方は発見法的 （heuristisch） である点において，ド・セルトーやフィスケの先


































































63 　概観をあたえてくれる文献としては次を参照， Peter Kemper, Immer aggressiverer Flirt mit dem 

































66 　ニュルブルクリング （Nürburgring ［訳者補記］ ニュルブルクRPに1927年に開設された伝統のある
サーキットで F1GPなどの会場） での1992年全欧トラック・レース・チャンピオンでは，17万人の観客
が集まった （Truck Treff 5 / 1992, S. 30）．参照， Claus Perrig, Trucker – Lastwagenfahrer. Mythos 
und Realität einer gruppengeprägten Berufskultur.  In: Andreas Kuntz (Hrsg.), Arbeiterkulturen. 
Vorbei das Elend – aus der Traum ?  Düsseldorf 1993, S. 227–230.
67 　「メディア郵配ショップ」社 （Firma „Medien Post Shop“） の1993年第１期のカタログには，これ
以外にトラクター牽引，モンスター・トラック （Monster Trucks），トラック競争を扱った22篇のヴィ
デオ・フィルムが掲載されている。
68 　„WWF-Magazin“, „WWF Extra“, „TV Wrestling“, „Catch Magazin“, „Wrestling Mania“, 
„Wrestling Superstars“,  „Top Wrestlers“,  „TV Wrestling Gigants“ （1993年秋の時点での売店 / スタ
ンドの状況による）．
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69 　„Natürliche Desaster“.  In: FAZ, 29. September 1992.
70 　J. Fiske, (58), S. 100.  参照， また概括的には同書の次の章  „Offensive Bodies and Carnival 
Pleasures“  (p. 69–102).
71 　参照， Gerhard Sonnert, Berufsringen – eine neue Arene für die Reproduktion politischer udn 
kultureller Werte.  In: Cord Jakobeit, Ute Sacksofsky, Peter Welzel (Hrsg.), Die USA am Beginn der 
neuziger Jahre. Opladen 1993, S. 77–93.; Georg Seeßlen, Barbaren, Daddies, Clowns.  In: Konkret, 
































72 　Frankfurter Rundschau, 31 Oktober 1992, Lokal-Rundschau Wetteraukreis.  因みに雑誌 „Tatoo“ 
や „Tatoo Motiv“ によれば，刺青をほどこす身体は男性の占有ではない。またプロレスの場合も，女性
リーグの作る動きがみられる。― なおこの小論を書き終えた後に刊行された文献が，より経験的を踏ま
えて限定的である。Matthias Friederich, Tätowierungen in Deutschland. Eine Kultursoziologische 
Untersuchung in der Gegenwart. Würzburg 1993.
73 　参照， Jan-Uwe Rogge, Theorien zur Wirkung medial inszenierter Gewalt. An Fallstudien 
(nochmals) überdacht.  In: Puzzle – Zeitschrift für Friedenspdagogik, 2 (1993) 4, S. 2–11,
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ント （Unterhaltung） の語が飛び交ったとき，＜息抜き＞ （Kurzweil） や ＜たのしみ＞ 
（Ergötzen） といった古い内容と，＜会話を交わす＞ （Austausch im Gespräch） という新
たな意味との間で緊張が生まれた。そのなかで，＜下支え / たのしむ / おしゃべりする＞ 
（Unterhalt） が ＜人生を得る＞ （das Leben erhalten） という方向で基本的な意味を獲得し
たのである74。
訳注
p.107 トーマス・ゴットシャルク（Thomas Gottschalk born1950 in Bamberg）：バンベルク出身のエ
ンタテイナー，Tommyは愛称。
p.107 マルセル・ライヒ＝ラニツキ （Marcel Reich-Ranicki born 1920 in Wloclawek/ポ）：ドイツの代
表的な高級紙『フランクフルト・アルゲマイネ新聞』の文化欄を長く担当したオピニョン・リーダー。
p.107 ナータン（Nathan）： ドイツの啓蒙主義の作家・思想家レッシング（Gotthold Ephraim Lessing 

















p.110 ピエール・ブルデュー（Pierre Bourdieu 1930–2002）：フランスの社会学者，階級・階層と教育
の相関を調査し，社会構造が再生産される仕組みを解明するための理論を提示した。
p.111  ホセ・オルテガ・イ・ガセト（José Ortega y Gasset 1883–1955）：スペインの哲学者。主著に『ド
74 　参照， Hans Robert Jauß, Das kritische Potenzial ästhetischer Bildung.  In: Jörn Rüsen, Eberhard 
Lämmert, Peter Glotz (Hrsg.), Die Zukunft der Aufklärung. Frankfurt am Main 1988, S. 221–232, 
hier S. 225.
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ン･キホーテをめぐる思索』 （Meditaciones del Quijote, 1914），『大衆の反逆』（La rebelión de las 
masas, 1929）などがある。
p.114 ディーター・クレッサン （Dieter Claessens 1921–97 べ ぺ ベルリン）：ドイツの社会学者・文化
人類学者。ベルリン自由大学で学位を得た後，ミュンスター大学のヘルムート・シェルスキーの下で
助手となり，また教授資格を得た。ミュンスター大学教授。若者の集団形成についても論じた。





ト （Humphrey Bogart） とイングリッド・バーグマン （Ingrid Bergman） の好演で知られる。
p.115 『ウエスタン』（Spiel mir das Lied vom Tod：原題：C’era una volta il West，英題：Once Upon 





p.115 『羊たちの沈黙』（Das Schweigen der Lämmer）：アメリカの作家トマス・ハリス （Thomas 
Harris born 1940 in Jackson/Tennesy） の小説 （1988） で，異常性格者ハンニバル・レクターを登場
させた一連の作品の一作。1990年に映画化され（Jonathan Demme 監督作品）アカデミー賞を受賞した。





ク （Alfred Biolek born 1934 in Fryštát/Freistadt 現Karviná/チェコ） が企画・司会したトーク＆ヴァ
ラエティ番組で，1978–82年間にケルン=フレッヒェン=ブレンツェルラート鉄道 （Köln-Frechen-
Brenzelrather Eisenbahn/KFBE） の旧車庫からARD （ドイツ公共放送/第一チャンネル） で生中継され
た。この番組を通じて多くのタレントが生まれたことでも知られる。
p.116 ボリス・ベッカー（Boris Becker born 1967 in Leimen BW）：プロのテニス・プレーヤーとして
1984年にプロ入りし，翌1985年にウィンブルドンで17歳7か月で最年少優勝を果たしたのを始め，２
歳下のシュティ・グラフと共に西ドイツのテニスの黄金時代を築いた。










p.116 ローリング・ストーンズ（The Rolling Stones）：1963年にレコード・デヴューしたイギリスのロッ
ク・バンド。バンド名は，初代のリーダーであったブライアン・ジョーンズ （Louis Brian Hopkin 
Jones 1942–69） が崇拝するアメリカのブルース・シンガーでギタリストのマディ・ウォターズの作品
に因んで名づけた。
p.116 ＜破落戸たち＞ （Prols）：„Prol“ は，粗野・無嗜好・無教養な人間を排斥の意味を籠めて指す
„Proleten“ を縮めたスラング。プロレタリアートとも同根。語感は，破落戸 （ごろつき） の漢字表現に
近い。
p.116 ＜電圧型＞（Spannungsschema）：緊張型 （シェーマ） と訳してももよいが，ここでは原意を活か
して便宜的にこう訳しておく。
p.118 ニール・ポストマン（Neil Postman 1931–2003 べ ぺ ニューヨーク）： アメリカのメディア理論家，
批評家。テレビ文化の理論家であり，ニューヨーク大学教授としてコミュニケーション学を担当した。





p.119 レイモンド・ウィリアムズ（Raymond Williams 1921–88）：イギリスの思想家・小説家，イギリ
ス共産党員。ケンブリッジ大学教授。マルクス主義の立場に立ち，特に著作『文化と社会』（Culture 
and Society, 1958）と『長い革命』（The Log Revolution, 1961）がよく知られる。
p.119 政治的な生物（Zoon Politikon）：アリトテレスによる人間の定義として知られる。ギリシア語で
は “ ζῷον πολιτικόν ” で，＜社会的動物＞とも訳される。








p.125 仕来りと習俗（Sitte und Brauch）： 民俗学の対象を名指すために伝統的使われてきた言い方。
p.125 ヴァルター・ベンヤミン（Walter Bendix Schönflies Benjamin 1892–1940  べ ベルリン  ぺ 
Portbou/ピレネー山中で自殺）：思想家・文藝批評家・社会学者。無意識の記憶の原語は „memoire 
involontaire“．
p.125 ウムベルト・エーコ（Umbert Eco born 1932 in Alessandria, Piemont）：イタリアの哲学者，記
号論を得意とする。小説『薔薇の名前』（Il nome della rosa, 1980）も有名である。（注8）で言及される。
p.125 ミハイール・バフチーン （Bachtin：Михаил Михайлович Бахтин 1895–1975）： ソビエト時代のロ
シアの思想家・文藝理論家。ここでの文脈では主著の一つでもある『フランソワ・ラブレーの作品と
中世・ルネサンスの民衆文化』（Moscow 1965 執筆は1940， 邦訳：川端香男里 ［訳］ 1974） を踏まえ
ている。
p.126 ペーター・フランケンフェルト（Peter Frankenfeld 1913–79  べ Lichtenberg bei Berlin  ぺ ハム
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ブルク）：俳優，歌手，また司会者・エンタテイナーとしてラジオの娯楽番組に大きな足跡を残した。
p.126 ハンス=ヨアヒム・クーレンカムプフ（Hans–Joachim Kulenkampff 1921–98  べ ブレーメン ぺ 
Seeham/墺ザルツブルク州）： 俳優，テレビの司会者，特にクイズ番組の司会者として人気を博した。
p.127 ＜骨の髄までノンセンス＞（Geschmacklosigkeit bis zur Schmerzgrenze）：一種のキイワードと
して繰り返されるので，原文を挙げておく。
p.131 果てしなきゲーム（プレイ） （Spiel ohne Grenzen）：本論の枕ともなっているトーマス・ゴット
シャルクが司会をつとめた人気テレビ番組のタイトルである。原題はこれが掲げられているが，訳出
にあたっては，サブタイトルを掲げた。これには „Spiel“ （英 play）が，一般的な語でありながら，ゲー
ムでも遊びでも意味が限定されてしまい，適切に訳すのが困難であることも理由である。番組の意味
からは，＜どこまでも楽しもう＞とでもなるであろう。
